
オープン化における総仕上げが
「SANRISE」の導入

全国ネットのフルライン証券会社として、

特色ある事業を展開している新光証券では

2000年末から全社規模でのシステムのオー

プン化に取り組んできた。その経緯について、

長瀬氏は「きっかけは2000年4月の会社合併

でした。以前は、メインフレームを利用してい

ましたが、合併に伴うシステム統合を完了し、

全面的なオープン化への刷新が決断された

のです」と振り返る。

オープン化への刷新を決断した背景には、

現行システムの寿命、IT技術革新による恩恵

の享受、制度改正などや柔軟な対応など特

定のベンダーに依存しない選択の自由度が

あった。

2004年の7月に、営業店で利用するオン

ライン系システムが稼働し、もっとも大規模

な処理を必要とするバッチ系システムのオー

プン化に着手しました」と経緯を語る。

オープンシステムによって、ベンダーへの

依存度を下げ、自由な選択と最適なコストパ

フォーマンスを追及するSTAGEシステムを

構築してきた新光証券だが、プロジェクトの

最終段階に入り、バッチ処理を支えるストレー

ジ基盤のオープン化においては、規模の大き

さを重視して、何よりも信頼と実績を重視した

機器選定を行ったという。

「正直なところ、これだけ大規模なバッチ

処理や帳票化処理の金融機関における数々

の基盤構築と運用の実績があり、ハードウェア

的にも信頼できる製品を提供しているのは、

日立だと判断したのです」と長瀬氏は選択の

理由について語った。

4つの要件をすべて満たした
ストレージ基盤を構築

「オープンシステムにおける重要なストレー

ジ基盤の構築にあたって、我 は々4つの要件

を提示しました」と加藤氏は説明する。

まず1つ目は、オンラインデータベースとバッ

チデータベースを高速に切り替えること。

2つ目は、稼働系の全ディスクを副系の

バックアップディスクに高速でバックアップ

すること。

3つ目は、バッチサーバに高信頼のデータ共

有を行い、水平分散型の処理を実現すること。

そして4つ目は、マルチベンダーの接続を

可能にすることであった。

「社内の業務を円滑に行うことを優先す

れば、バッチ処理は夜間に終了しなければ

なりません。翌日にオンラインがあがって
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いなければ、情報システム部門としては社

内に対するサービスレベルを下げることに

なってしまい、お客さまへのサービスにも影

響を与えることになります」と長瀬氏は要

件に示されているバッチ処理の重要性につ

いて補足する。

「ShadowImage」を活用した
高速切り替えとバックアップを実現

4つの要件を実現するために、日立のディ

スクアレイサブシステム「SANRISE USP」

を導入し、SANRISEのボリュームレプリケー

ション機能である「ShadowIma
シャドウイメージ

ge」を活用し

た高速切り替え処理や高速バックアップを

実現した。

「もしも、対象テーブルをFTPでデータベー

スからロードして処理すれば、3時間以上は

かかります。これでは業務に影響が出てしま

うので、ShadowImageを使ってオンライン用

のデータベースとバッチ用のデータベースを

高速に切り替えるようにしました。ストレージ

内でのコピーを利用したことで、30分ほどで

処理が完結します。これで、バッチからオンラ

インへの引き渡しができるようになりました」

と加藤氏は構築したシステムの特長につい

て説明する。

ShadowImageの処理では、ストレージ基

盤内で高速なコピー処理を行い、オンライン

データベースが稼働している間に、バッチ用

のデータベースの複製を作成できる。夜間

バッチで処理されたデータベースは、同じく

ShadowImageを活用して高速にバックアッ

プ処理が行えるようになった。

「ストレージ環境内でコピーすることで、処

理が高速になるだけではなく、独立したデー

タベース空間を用意できたことは、大きなメ

リットです。それに加えて、バックアップ時間

も大幅に短縮できた点も、高く評価してい

ます」と長瀬氏はバックアップの効果につい

て語る。

稼働系のサーバに影響を与えることなく、

非同期の高速バックアップを実現する

SANRISEのShadowImageによって、新光

証券が求めていた業務に影響を与えない高

速で確実なバッチ処理とバックアップ環境が

構築できた。

「ShadowImageにはもう一つのメリット

がありました。それは、テスト環境での活用

です。休日のテストなどで、ShadowImage

を活用することで、本番機を使ったテストが

容易になりました。これは開発側にとっては、

かなり大きな利点です」と加藤氏は付け加

えた。

「NASブレード」と「JP1」で
水平分散型の処理を実現

ストレージ基盤の構築にあたっては、オン

ライン系とは別に、バッチサーバに対応した

NAS（Network Attached Storage）ファイル

システムも導入している。

「オープンシステムの利点を活かすために、

バッチサーバは水平分散処理による構成に

しました。4台のミッドレンジサーバを使い、

将来的なシステム増強にはスケールアウトで

対応する構成にしたのです。このバッチサーバ

に対応するために、『SANRISE USP NAS

ブレード』を適用し、統合システム運用管理

『JP1』を使って各バッチサーバの負荷をロー

ドバランスで円滑に処理するようにしました」

と加藤氏は説明する。

バッチサーバとNASファイルシステムの構

成によって、同社では今後の業務処理の増加

に対しても、柔軟かつ高いコストパフォーマン

スで対応できるシステム基盤を構築できた。

「今後はデータベースの水平分散にも取り

組んでいきたいと考えています。また、ストレージ

基盤に関しても、さらなる統合と効率化を追求

していきます」と長瀬氏は抱負を語った。

オープンシステムを支える重要な基盤とし

て、今後もSANRISEにかかる期待は大きい。
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